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第２章 史跡松坂城跡及び周辺の概況

２－１ 位置

史跡松坂城跡のある松阪市は、三重県のほぼ中央に位置し、北は津市、東は伊勢湾、南は明和

町・多気町・大台町、西は奈良県に接している。

史跡松坂城跡は、この松阪市の中心市街地にあり、近くには松阪市役所・松阪市民病院等公共

施設や商業施設・住宅等が密集している。

広域アクセスは、車の場合、伊勢自動車道松阪インターチェンジから県道松阪第２環状線、国

道166号・42号等を経由するルートがある。また、鉄軌道ではJR東海紀勢本線及び近畿日本鉄道

山田線の松阪駅が最寄駅で、松阪駅までは名古屋から約70分(JR利用)、大阪から約90分(近畿日

本鉄道特急利用)である。松阪駅から史跡松坂城跡までは徒歩で約20分であるが、駅からのバス

の便もある。アクセス条件は良好で、近郊の大都市からは、日帰り圏内にある。

位置図
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２－２ 自然環境

2-2-1 気候

史跡松坂城跡のある松阪市の気候は、夏季に雨が多く、冬季に晴天が続く東海型気候区に属

し、年間を通じて温暖である。月間平均気温をみてみると、７・８月で25℃、12・１月では５℃

で、降雪をみることは稀である。

2-2-2 水系

松阪市の水系は、松阪市域の南部・西部の山間地から北流する櫛田川・金剛川・阪内川等が

伊勢湾に流れ込んでいるが、史跡松坂城跡はこの阪内川の右岸に位置している。

2-2-3 地系

松阪市域は北部から東部にかけては平野、南部は丘陵地、西部は山地といった大略の地形区

分ができる。史跡松坂城跡は、市の北東部の平野の平坦な箇所にあり、本丸跡は周辺と約30ｍの

比高差を有し、史跡松坂城跡は地形的に見て市街地のランドマークとなっている。

松阪市の気象

水系図
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２－３ 社会環境

2-3-1 人口・世帯数

松阪市の人口・世帯数は170,305人、69,916世帯(平成24年１月１日現在)となっている。松阪

市の人口・世帯数は、戦後増加を続け、近年でも毎年人口約1,200人、世帯数約1,500世帯ずつ増

加している。しかし、人口の老齢化・核家族化は全国同様に進んでいる。

平成12年以前の人口・世帯数は、合併(平成17年１月１日)前の松阪市、嬉野町、
三雲町、飯南町、飯高町の人口を合計したもの。資料：国勢調査(各調査年)

なお、中心市街地の人口は減少傾向にあり、今後もこの傾向は続くことが予想される。

資料：住民基本台帳(各年４月１日現在)

人口・世帯数の推移
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2-3-2 道路・交通

松阪市の広域幹線道路は、高速道路である伊勢自動車道が中心市街地の西方に南北に走り、

松阪インターチェンジから中心市街地までは直線距離で約７㎞である。このほか国道23号、42号、

166号と、主要県道や一般県道が放射線状に延び、これらに市道が結びつくように道路網が形成

されている。

また中心市街地にはＪＲ東海紀勢本線、近畿日本鉄道山田線の松阪駅があり、史跡松坂城跡

は松阪駅の西方、約1.5㎞のところにある。

なお、史跡松坂城跡周辺の市道は、城下町形成時の区画を留めているものが少なくない。

道路交通網図
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2-3-3 土地利用

史跡松坂城跡周辺は中心市街地であり、土地利用としては、松阪駅西側の商業地域や、史跡

松坂城跡周辺の小学校等文教施設、厚生施設である市民病院、公共施設等を除いては大半が低層

の住宅地となっている。

なお史跡松坂城跡は、南接する四五百森の社叢とともに市街地における貴重な緑地となって

いる。

土地利用図
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2-3-4 公園・緑地

松阪市の都市公園は、史跡松坂城跡のある松阪公園のほか、運動公園、墓地がそれぞれ１ヶ

所、近隣公園が６ヶ所、街区公園が339ヶ所整備されている(平成23年４月１日現在)。この他、

特殊公園２ヶ所、都市緑地が４ヶ所整備されており、これらの整備面積は1,307,370㎡となって

いる。市民1人当たり(都市計画区域内)の都市公園緑地面積は約8.49㎡となり、県平均(9.2㎡)に

比べ低い。

史跡松坂城跡のある松阪公園は、都市公園上総合公園として位置づけられており、年間利用

者数は約58,000人(平成19年度)で、松阪市を代表する公園となっている。

公園・緑地分布図
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2-3-5 観光レクリエーション

城下町あるいは商人町、宿場町として発展した松阪市は、本居宣長といった著名人を排出す

るという土地柄の反映もあって、歴史的文化的環境に恵まれており、観光資源として史跡松坂城

跡や本居宣長記念館、旧松坂御城番長屋、歴史民俗資料館、松阪もめん手織りセンター、松阪商

人の館などが市街地に分布する。また、市街地周辺では、射和・中万のまち並み、伊勢山上、阿

坂城跡、大河内城跡等をはじめ、朝田寺、浄眼寺等の古刹、史跡が点在する。
ちようでんじ じようげんじ

この他、みえこどもの城や森林公園、海浜レジャー場として潮干狩り・たて干し・海水浴が

楽しめる松名瀬海岸等がある。また、祭りでは春の初午大祭、宣長まつり、夏の祗園祭り、秋の

氏郷まつりなどの他、地域色豊かな祭事やイベントが四季を通じて開催されている。

観光資源施設分布図
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2-3-6 土地所有

史跡松坂城跡の土地所有者は、松阪市及び財務省東海財務局であり、その面積は合計47,337.

30㎡である。

所有者 面 積 （㎡）

財務省東海財務局 28,405.43

松阪市 18,931.87

計 47,337.30

土地所有関係図
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2-3-7 計画の対象範囲に係る都市計画法上の法規制

史跡松坂城跡の適正な保存管理並びに活用整備を実施するにあたり、城下町周辺の都市計画

法上の関連計画及び法規制の現状をとりまとめておく。

(1)松阪市都市計画マスタープラン(平成20年３月策定)

松阪市都市計画マスタープランは、地域独自の自然、歴史、生活、文化、産業等の特性

を踏まえて、松阪市の将来都市像や土地利用の方向、まちづくりの方針等を示した計画で

今後の都市計画の指針とすることを目的とし、計画目標年次を平成37年(2025)としている。

1)都市づくりのテーマ

自然・歴史・文化と交流のまち"快適環境都市「まつさか」の創造"

2)まちづくりの主要な柱(抜粋)

・商業・業務・文化機能の再生と集積

・都市景観の整備

・歴史的まち並みの景観の保全

3)土地利用の方針(抜粋)

・歴史的建造物が残されている旧松坂御城番長屋周辺などは｢低層住宅地｣を配置

・本町、殿町、魚町、白粉町周辺などは｢一般住宅地｣を配置

4)都市施設及び地区施設等の整備方針(抜粋)

・四五百森の保全や阪内川の水辺空間の活用

・松阪公園(史跡松坂城跡)や四五百森、歴史的遺産を周遊する歴史散策道など歩行者系

ネットワークづくり

5)地域環境等の保全に関する方針(抜粋)

・松阪公園(史跡松坂城跡)とその周辺地区は、地区計画などを活用し松阪市固有の歴史的

な景観の保全に配慮したまち並み整備

・本町、殿町、魚町などの歴史的まち並みを周遊する歴史的散歩道の整備

（P15 松阪駅周辺市街地地域 整備構想図 参照）
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(｢松阪市都市計画マスタープラン｣より)
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(2)都市計画法による用途地域及び都市計画道路

史跡松坂城跡及び周辺は都市計画法上、市街化区域にあり、その用途は、松阪駅西側を

中心に商業地域・近隣商業地域に指定され、史跡松坂城跡を中心とした地域は住居系の用

途指定を受けている。

また、史跡松坂城跡に沿って計画されている都市計画道路（内五曲長月町線）の未整備

区間については、市街地形成状態や交通流動の状況をふまえ、廃止も含め見直しを検討し

ていく。

都市計画図
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(3)都市計画法による殿町地区地区計画（平成18年10月都市計画決定）

殿町地区地区計画は、高層マンション建築問題を契機に地域住民が、四五百森を中心と
よ い ほ の も り

した歴史的な景観を守るために、建築物の高さ制限を中心とした地区計画を定めたもので

ある。

地区計画の対象区域は、殿町の松坂城跡周辺を中心に、魚町、大黒田町の一部、約40.5ha

を地区計画の区域として設定している。

1)地区計画の目標

松坂城跡と四五百森を核とした静かで自然豊かな緑の多い地域で、なかでも武家屋敷跡

等のまち並みは、生垣が続き閑静で格調高く、歴史を感じさせる風情のある住宅地であり、

これらの歴史的な景観を損なわない新しいまち並みを創っていくことを目標をしている。

2)地区計画の方針

「殿町地区地区計画」より転載
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3)地区整備計画

「殿町地区地区計画」より転載
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「殿町地区地区計画」より転載
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「殿町地区地区計画」より転載殿町地区計画区域図
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2-3-8 計画の対象範囲に係るその他の法規制

(1)松阪市景観計画(平成20年10月策定)

松阪市景観計画は、本市の美しく豊かな景観を次世代に継承していくとともに、誇りあ

る景観を新たに創出し、本市がめざす将来の都市像を実現化するため、景観法第８条の規

定に基づき、市全域を対象として策定したものである。

これにより平成21年１月から届出制度を実施している。

1)景観計画区域

松阪市景観計画では、景観計画区域を市全域とし、良好な景観の形成が特に必要な地区

を重点地区とし、その他の地区を一般地区として位置づけている。

2)重点地区(候補)

松阪市景観計画では、重点地区の候補として６地区を位置づけている。

この中で松坂城跡周辺の３地区については以下のとおりである。

Ａ 松坂城跡周辺地区

Ｂ 通り本町・魚町一丁目周辺地区

Ｃ 商人町・職人町地区

景観計画区域図 「松阪市景観計画」より転載
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3)良好な景観の形成に関する方針

松阪市における良好な景観の形成に向けた理念は、松阪市総合計画の将来の都市像であ

る『市民・地域の個性が光り輝き、誇りと美しさを備えた交流都市 まつさか』や、景観

法に規定されている基本理念をふまえ、市民と行政がいっしょに歩める”わかりやすさ”

を大切にし、以下のように定めている。

4)重点地区（候補）の方針

Ａ 松坂城跡周辺地区

歴史的な敷地割や槇垣景観、松阪神社等

境内地の社叢の維持保全を図り、松阪市を

代表する武家屋敷群としてのまち並み等が

残る閑静な住宅地として継承する。

Ｂ 通り本町・魚町一丁目周辺地区

歴史的なまち並みの維持保全と地区の歴

史性に配慮した公共事業を実施し、商都松

阪を代表する歴史的まち並みを活かした、

伊勢街道におけるおもてなしの場としての

活性化を図る。

なお、地域住民の合意に基づき、平成24

年4月1日に図の区域において重点地区に指

定の予定であり、これから景観上良好なま

ち並みが整ってくる予定である。

Ｃ 商人町・職人町地区

松阪を代表する松阪駅周辺地区、中心商

業地としての土地利用の促進による、本市

の玄関口にふさわしい都市景観の形成を図

るとともに、歴史的まち並みが残る地区に

おいては、歴史的環境の保全と調和のとれ

たまち並みの形成を図り、松阪を代表する

誇りある地区として確立する。

景観計画の理念

『誇りと美しさの継承と再生』

みんなでいっしょに歩む景観まちづくり

A 松坂城跡周辺地区

B 通り本町・魚町一丁目周辺地区

C 商人町・職人町地区
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(2)松阪まちなか再生プラン(平成22年３月策定)

松阪まちなか再生プランは、松阪市全体のまちづくりを考えながら、松阪駅を中心とし

た中心市街地において、市民や専門家の意見を伺って作成した中心市街地活性化を目的と

した市街地整備計画である。

この計画は、中心市街地のまちづくりを進めるために、市民、商業者、各種団体、行政

等が”みんなで考え、みんなでつくる”まちづくり指針であり、３年間を目途に実施する

アクションプランである。

1)テーマ

2)中心地のゾーニング

中心市街地の区域を特性に応じて以下の５つの区域にゾーニングをする。

「食」を感じ、「歴史」を温める街へ

魅力ある松阪を市民全体で創っていくために、松阪が誇る

「食」と「歴史」を活かした、まち並み整備・情報発信を行い、

『松阪の顔』となる中心市街地をつくる。

中心市街地のゾーニング図 「松阪まちなか再生プラン」より転載
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3)基本目標(抜粋)

≪歴史≫”氏郷”と”豪商”のまちを語り継ぐ

～歴史の物語を温めるまちづくり～

＜整備イメージ＞

松坂城跡を中心とした殿町・魚町・本町界隈を中心に、松阪市らしさを感じられる歴史

文化を活かし、｢住んでよかったと自慢できる｣｢来てよかったと感じられる｣魅力的なまち

をつくる。

＜主な取り組み＞

・国の指定史跡を目ざす｢松坂城跡｣を中核とした｢物語｣を発信できるまちづくりをする。

・蒲生氏郷の｢大河ドラマ｣化に向けて、官民一体となる地域ぐるみの取り組みをする。

・｢旧松坂御城番長屋｣｢原田二郎旧宅｣の改修を行い、松阪の歴史・文化を継承するととも

に、観光資源として活用を図る。

・｢松坂城跡｣｢旧松坂御城番長屋｣｢本居宣長記念館｣｢松阪商人の館｣｢松阪もめん手織りセ

ンター｣等、松阪市の歴史を歩いて感じられるまちづくりを行う。

・散策ルートには、歴史や松阪らしさを感じさせる統一サインを設け、イメージアップを

図る。

・松阪市が誇る魅力的なまちを保全するために、景観ルールづくりを目指し、併せて、修

景整備等を行う。

・団体観光客の誘致を促進するため観光バスの駐車場の確保を図る。

・南三重の観光資源と連携した｢立ち寄り観光｣を推進する。

4)施策の実行

本再生プランを実行するにあたり、市民、商業者、各種団体、行政等が連携しながら実

現化に向けて取り組んでいくこととする。

市民参加

・事業実施に向けたまちづくりシンポジウム等の開催

・まちづくり活動への参加

・まちづくりに関するネットワークの形成

・まちづくりのリーダーの育成

事業主体の連携

・民間・企業・商業者・商店街連合会・商工会議所・商工会・自治会・観光協会・市民団

体・ＮＰＯ団体・松阪市役所等の関係者との協議、調整および連携

事業手法の検討

・補助事業の活用

・民間活力の導入、ＰＦＩ等による事業実施の検討

・まちづくりファンドの創出 等



- 25 -

２－４ 歴史的環境

松阪市は、旧石器時代から人々が活動していたことが様々な遺跡からうかがわれるが、弥生後

期頃から古墳時代前期頃の土器の分布に示される東日本地域の西端に位置し、学術的に貴重な古

墳等の分布も多い。

松阪の名は、天正12年(1584)蒲生氏郷が近江国日野より松ヶ島へ入封し、天正16年(1588)には

四五百森へ城を築いて、ここを｢松坂｣と命名したことにはじまる。日野や大湊の商人の招致、参

宮街道の移し替え、楽市楽座の公認などを進めて、城下町の基礎が整備されていった。

江戸時代、松坂は商人町、宿場町として栄え、商人たちは当地の特産品であった松坂木綿を商

う商人として、江戸へ進出し、全国にその名を広めた。

明治維新後、松坂は逐次和歌山県、度会県、三重県の管轄区に置かれ、明治22年には町村制の

施行により｢松阪町｣が誕生し、名実共に商業都市として発展する。

その後、近隣の村との合併を続け、昭和８年に市制を施行した。さらに戦後、隣接村との合併

を繰り返し、平成17年１月１日に現在の市域が形成された。

このような歴史を反映して、松阪市には数多くの文化財があり、平成24年１月１日現在、件数

246件という多くの指定文化財を有する。その内訳は、国指定30件、国登録8件、県指定55件、市

指定153件である。種別では、国指定の特別史跡本居宣長旧宅をはじめ、史跡松坂城跡、史跡宝

塚古墳などの史跡と国指定の木造阿弥陀如来坐像等美術工芸品の彫刻が多くを占めている。年代

的には、特に近世以降の松坂城下町成立後の文化財が多くみられる。

また、指定文化財は、史跡松坂城跡やその周辺の寺院等市街地に集中するが、海浜部から山間

部まで市域全体に広く分布している。
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※図中番号はP27の一覧表に対応

指定文化財分布図



松阪市指定文化財一覧表 (P26地図範囲内)

<国指定等文化財>
番号 名 称 員 数 時 代 所 在 地 指定年月日 所有者・管理者

1 旧松坂御城番長屋 2棟 江戸 殿町1384番地 H16.12.10 苗秀社
2 来迎寺本堂 １棟 江戸 白粉町512 来迎寺 S63.5.11 来迎寺
3 彫刻 木造阿弥陀如来坐像 １躯 鎌倉 中町2023 清光寺 M45.2.8 清光寺
4 絵画 絹本淡彩離合山水図 伊孚九筆 自賛がある ３幅 江戸 魚町 S39.1.28 個人蔵
5 工芸品 太刀 無銘伝国俊 １口 鎌倉 東京国立博物館 T2.4.14 東京国立博物館
6 考古資料 宝塚１号墳出土品 271点 古墳 外五曲町１ H18.6.9 松阪市

7 書跡 本居宣長稿本並関係資料
467種
1949点

江戸 本居宣長記念館 S43.4.25 松阪市

8 本居宣長旧宅・同宅跡 ― 江戸
（旧宅）殿町1537
（宅跡）魚町1645

S28.3.31 松阪市

9 本居宣長墓（樹敬寺） 附春庭墓 ２基 江戸 新町874 樹敬寺 S11.9.3 樹敬寺
10 松坂城跡 ― 安土桃山 殿町1536 他 H23.2.7 松阪市

<県指定文化財>
番号 名 称 員 数 時 代 所 在 地 指定年月日 所有者・管理者
11 龍泉寺山門 １棟 安土桃山 愛宕町1-4 龍泉寺 S27.3.13 龍泉寺
12 旧小津家住宅 ４棟 江戸 本町2195、2195－4 H10.3.17 松阪市
13 御城番屋敷 土蔵 1棟 江戸 殿町1381 H15.3.17 合資会社苗秀社
14 彫刻 木造地蔵菩薩立像 １躯 鎌倉 新町874 樹敬寺 S62.3.27 樹敬寺
15 普賢延命菩薩像 １幅 室町 中町1952 継松寺 S27.3.13 継松寺
16 雪山童子図 曽我蕭白筆 １幅 江戸 中町1952 継松寺 S50.3.27 継松寺
17 両界曼荼羅図 ２幅 室町 中町1952 継松寺 H22.3.11 継松寺
18 工芸品 刀 銘村重 １口 室町 殿町 S39.10.16 個人蔵
19 考古資料 常光坊谷４号墳出土品 6種73点 古墳 松阪市文化財センター H9.3.6 松阪市
20 真盛自筆消息 １幅 室町 白粉町512 来迎寺 S46.3.17 来迎寺
21 本居宣長自筆稿本類及び関係資料 １９種3０点 江戸 本居宣長記念館 S49.3.28 松阪市
22 古文書 西黒部文書 888点 江戸～明治 松阪市立図書館郷土資料室 S31.12.5 松阪市

23 歴史資料 岡寺版集帖板木並びに関係資料

157枚
37帖
1冊

1通1枚
4枚

江戸 中町1952 継松寺 H22.3.11 継松寺

<市指定文化財>
番号 名 称 員 数 時 代 所 在 地 指定年月日 所有者・管理者
24 継松寺書院 １棟 江戸 中町1952 継松寺 S35.12.1 継松寺
25 継松寺鐘楼 １棟 江戸 中町1952 継松寺 S35.12.1 継松寺
26 来迎寺裏門 １棟 江戸 白粉町512 来迎寺 S63.4.26 来迎寺
27 旧三重県立工業学校製図室 １棟 明治 松阪工業高校 H7.12.21 松阪工業高校
28 原田二郎旧宅 1棟 江戸末期～明治15年 殿町1289・1290 H22.3.29 松阪市
29 木造阿弥陀如来立像 １躯 室町 白粉町465 常教寺 S35.12.1 常教寺
30 木造観音菩薩跪坐像 １躯 鎌倉 中町2023 清光寺 S37.3.8 清光寺
31 木造勢至菩薩跪坐像 １躯 鎌倉 中町2023 清光寺 S37.3.8 清光寺
32 木造薬師如来坐像 １躯 南北朝 日野町701 善福寺 S56.3.23 善福寺
33 仏涅槃図 １幅 鎌倉 中町1961 龍華寺 S27.12.27 龍華寺
34 千方牛和尚図 曽我蕭白筆 １幅 江戸 愛宕町2-63 菅相寺 S62.3.24 菅相寺
35 絹本著色 魞 宇田荻邨筆 １点 昭和６年 市立第一小学校 H23.3.24 松阪市
36 絹本著色 梁 宇田荻邨筆 １点 昭和８年 市産業振興センター H23.3.24 松阪市
37 銅鐘 辻越後守重種作 １口 江戸 中町1952 継松寺 S35.12.1 継松寺
38 銅製香炉 銘韓天寿書 １基 江戸 中町1952 継松寺 S35.12.1 継松寺
39 銅燈籠 辻越後守重種作 １基 江戸 中町1952 継松寺 S35.12.1 継松寺
40 八雲神社神輿 １基 江戸 日野町701 八雲神社 S37.3.8 八雲神社
41 槍 銘勢州松坂住兼房作 １本 江戸 殿町 S45.6.5 個人蔵
42 分れ谷遺跡出土石包丁 １点 弥生 文化財センター S53.11.11 松阪市
43 佐久米古墳群出土仿製鏡・勾玉 ８点 古墳 文化財センター S53.11.11 松阪市

44 八重田古墳群出土品
52種
225点

古墳 文化財センター S58.3.25 松阪市

45 高田二号墳出土埴輪 ３点 古墳 文化財センター H19.1.18 松阪市
46 蒲生氏郷茶日記 １幅 安土桃山 魚町 S28.12.8 個人蔵
47 蒲生忠三郎宛安堵状 １幅 安土桃山 本居宣長記念館 S28.12.8 松阪市
48 蒲生一門自筆短冊 10葉 室町～江戸 本居宣長記念館 S28.12.8 松阪市
49 蒲生貞秀自筆短冊 １幅 室町 本居宣長記念館 S28.12.8 松阪市
50 蒲生秀行自筆短冊 １幅 江戸 本居宣長記念館 S28.12.8 松阪市
51 蒲生貞秀自筆詠草 １幅 室町 本居宣長記念館 S28.12.8 松阪市
52 蒲生貞秀自筆詠草 宗祗法師加筆 １幅 室町 本居宣長記念館 S28.12.8 松阪市
53 北畠具教制翰 １幅 室町 白粉町512 来迎寺 S53.11.11 来迎寺
54 大淀三千風関係資料 附手文庫 74点 江戸 本居宣長記念館 S60.3.30 松阪市

55 典籍 奉納本古事記伝 附本居宣長書簡
46冊
附1巻

江戸 本居宣長記念館 H11.4.15 松阪市

56 石造天神森之碑 本居宣長撰 １基 江戸 愛宕町2－63 菅相寺 S35.9.9 菅相寺

57 法田文書
711種
1200点

室町～明治市立図書館郷土資料室 S58.3.25 松阪市

58 新上屋跡 ― 江戸 日野町789他 S28.12.8 ―
59 三井家発祥地 ― 江戸 本町2214他 S31.7.3 ―
60 角屋七郎兵衛等供養碑並びに松本駝堂墓 ２基 江戸 白粉町来迎寺 S60.3.30 来迎寺
61 旧小津清左衛門家 ― 江戸 本町2195他 H3.3.28 松阪市
62 民俗文化財 射和軽粉関係資料 34種136点 江戸～昭和市立歴史民俗資料館 S56.8.26 松阪市有形民俗文化財

書跡

古文書

記念物 史 跡

有形文化財

建造物

絵画

記念物

絵画

史跡
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美術工芸品

有形文化財

種 別

美術工芸品

彫刻

建造物

建造物

工芸品

考古資料

建造物

書跡

平成２４年１月１日 現在

※番号はP26指定文化財分布図に対応

種 別

有形文化財

建造物 建造物

美術工芸品

種 別


